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第1部 CCライセンスの概要

CCライセンスの概要、特徴、現況等についてご紹介します。
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クリエイティブ・コモンズとは何か

• 文章、音楽、写真を含む画像、映像などの情報コンテンツの
作者（権利者）が、「この条件を守れば、私の作品を自由に利
用してよい」と意思表示できるツール。

• 2001年、インターネット・デジタル技術が普及した時代の著作
権に関する新しい考え方と仕組みとして、米国の憲法学者
ローレンス・レッシグらが提唱。

• 当時、既に進行していたオープンソース運動の思想に大きな
影響を受けて、この考え方を情報コンテンツの分野に応用。

• 著作権による完全な権利保護（All Rights Reserved）と、誰も
権利を保有せず、自由に利用できる人類共有の財産である
パブリックドメイン（No Right）との間にある中間領域
（Some Rights Reserved）に着目。
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クリエイティブ・コモンズとは何か（つづき）

（出典：水野祐 「オープンアクセス（OA）とクリエイティブ・コモンズ（CC）ライセンス」
https://www.slideshare.net/TasukuMizuno/oa-mizuno031116-59514669 ）
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クリエイティブ・コモンズの特徴1

表示
(BY/Attribution)

非営利
(NC/No-commercial)

改変禁止
(ND/No-deriv)

継承
(SA/Share-alike)

作品の創作者
（著作者）の氏名
など、作品に関
する情報を表示
すること。

作品を営利目的で利
用しないこと。

作品を改変し
ないこと。

作品を改変して新たに
生み出した作品を公開
する際には、元の作品
のライセンス条件を継
承し、原則として同一の
ライセンスを付与するこ
と。

• 自由度が異なる6種類のライセンスを用意し、作品の流通に対す
る権利者の多様なニーズに対応。

• そのために、まずは4種類のライセンス要素を定義。
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クリエイティブ・コモンズの特徴1（つづき）

営利目的利用
改変利用

許可する 許可しない（NC）

許可する

表示（BY） 表示-非営利（BY-NC）

許可するが、改変物
にも同一ライセンス
を付与すること（SA)

表示-継承（BY-SA） 表示-非営利-継承（BY-NC-SA）

許可しない
（ND）

表示-改変禁止（BY-ND） 表示-非営利-改変禁止（BY-NC-ND）

• 次に、4種類のライセンス要素を組み合わせて、6種類の異なる条
件のライセンスを構成。
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クリエイティブ・コモンズの特徴2

• 3層構造のライセンス記述で、ライセンス内容の人間による認識、
機械による認識の両方を容易にしている。

（出典：https://creativecommons.jp/licenses/）
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クリエイティブ・コモンズの特徴3

• 時代にあわせ、ニーズを取り入れてバージョンアップを繰り返し、
現在は「CC 4.0 国際」が最新。

• 4.0より前では、各国の法律に準拠させる「移植（porting）」も実施。

バージョン リリース 主な改訂事項

1.0 一般
(1.0 Generic)

2002年12月 （最初のライセンス）

2.0 一般
(2.0 Generic）

2004年5月

「表示（BY）」条件を必須化
音楽を映像と同期させて録音する行為を改変とみなし、
改変禁止（ND）条件を含むCCライセンスでは許諾対象
から除外
第三者権利の非侵害保証を廃止 など

3.0 非移植
(3.0 unported)

2007年2月

支持表明禁止（No Endorsement）条項を追加
CCライセンス以外のライセンスとの互換性を確保
国際化（ベルヌ条約の用語を使用、人格権の扱いを規
定、権利管理団体経由のロイヤリティ請求権の扱いを規
定） など

4.0 国際
(4.0 International)

2013年11月

さらなる国際化（各国には公式翻訳という形で現地化）
欧州データベース（sui genesis）権の扱いを規定
クレジット等の表示ルールを変更
コモンズ証、リーガルコードの読みやすさを確保 など
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クリエイティブ・コモンズのメリット

• 利用条件が明確になり、利用者が萎縮せず再利用できる→流通
促進

• 著作権制度と調和的である（権利放棄を求めるドラスティックな変
化を求める仕組みではない）

• 世界標準の画一化した仕組み（CC 4.0）→国際発信力の強化

• 世界中のオープンデータ、オープンアクセス、デジタルアーカイヴ
などの領域において、すでにデファクト・スタンダード化している
（CC BY or CC0）

• 政府の知財戦略などにおいても、オープン化のツールとして普及
が促されている。

（出典：水野祐 「オープンアクセス（OA）とクリエイティブ・コモンズ（CC）ライセンス」
https://www.slideshare.net/TasukuMizuno/oa-mizuno031116-59514669を一部改変）
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クリエイティブ・コモンズの現況1

（出典：https://stateof.creativecommons.org/）

• CCライセンスが付与された作品数は全世界で14億を突破（2017
年）。
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クリエイティブ・コモンズの現況2

• 6種類のCCライセンスのうち、CC BY-SAとCC BYが多く選ばれて
いる（2016年）。

（出典： https://stateof.creativecommons.org/2016/）
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クリエイティブ・コモンズの現況3

415.1

• 学術系（DOAJ + PLOS）のCC付与記事数は、2015年の146万に
対し、2017年は290万となり、2年間で倍増。

（出典：https://stateof.creativecommons.org）
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※数字は作品数（百万）
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クリエイティブ・コモンズの現況4

• Infrastructure Services for 
Open Access (IS4OA)が運営す
るオープンアクセスジャーナル
の目録サイト

• 記事数は約340万

• 種類別では、CC BYの採用率
は57%

• 世界初の学際オープンアクセス
ジャーナル

• 記事数は約22万（2018年10月
現在）

• CC BY 4.0を採用

CC BY
57%

CC BY-NC
15%

CC BY-ND
1%

CC BY-
NC-ND

15%

CC BY-SA
3%

CC BY-NC-
SA
7%

固有
2%

（2018年10月現在）
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クリエイティブ・コモンズの現況5

• 約5万記事にCCライセンスが付
与（全体記事数の約1.1%）

• NC（非営利）条件が付与された
記事が82%を占める。

発行機関数 ジャーナル数 公開記事数

全 数 1,416 2,691 4,686,889 

CCライセンス採用数 39 48 51,297

割 合 2.8% 1.7% 1.1%

CC BY
18%

CC BY-
NC

28%

CC BY-
NC-ND

43%

CC BY-
NC-SA
11%

2018年10月1日現在
科学技術振興機構様ご提供
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第2部 オープンアクセスジャーナルへの
CCライセンス適用の留意点

学術団体の関係者様から頂いたことがある実際のご質問に
基づいて、オープンアクセスジャーナルへのCCライセンス適用
の留意点についてご説明します。
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オープンアクセスにおけるCC適用の意義

• BOAI（Budapest Open Access Initiative）の定義によると、「オー
プンアクセス」（OA）には、論文を無料で閲覧できることに加えて、
自由な再利用ができることも要件。

• 「自由な再利用」の促進に、CCライセンスが貢献できる。

• 「論文を無料で閲覧できれば十分では？」

• 私的複製（著作権法30条1項）、引用（32条1項）などの権利
制限規定の範囲を超えた再利用が可能。

• 翻訳、加工による利用も可能。

• 「独自のライセンスを適用すればよいのでは？」

• 国際的にデファクト・スタンダード化したCCライセンスを採用
することで、各国利用者によるライセンス条件の把握も容易
となり、国際発信力強化。
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CCライセンスは論文不正を防止できるか

• オープンアクセス化した以上は、CCライセンスの付与有無によら
ず、盗用・剽窃は防止できない。

• 逆に、盗用・剽窃を助長することもない。
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CCライセンス付与のための権利処理

• （ケース1）学協会が著作権の譲渡を受けている場合

• 学協会が論文にCCライセンスを付与できる。
• ただし、改変禁止（ND）を含まないCCライセンスを付与する場
合、以下のいずれかの対応が望ましい。

a. 著者から、翻案権（著作権法27条）、二次的著作物の利
用に関する原著作者の権利（著作権法28条）の譲渡を受
けていること、著作者人格権（同一性保持権）の不行使が
宣言されていることを確認する。

b. CCライセンス付与について、著者から承諾を得る。

著者 学協会

利用者

著作権譲渡

公開
CCライセンスで許諾
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CCライセンス付与のための権利処理（つづき）

• （ケース2）学協会が著作権の譲渡を受けていない場合

• 学協会が、論文にCCライセンスを付与することについて著者
から承諾を得る。

• 著者から著作権の譲渡を受ければ、ケース1に同じ。

著者 学協会

利用者

CCライセンスで許諾
公開

承諾
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非営利（NC）条件の必要性

【参考】 CC BY-NC 4.0 ライセンス1条(i) 

「非営利」とは、商業的な利得や金銭的報酬を、主たる目的とせず、それらに主に
向けられてもいないことを意味します。本パブリック・ライセンスにおいては、デジタ
ル・ファイル共有または類似した手段による、ライセンス対象物と、著作権およびそ
れに類する権利の対象となるその他のマテリアルとの交換は、その交換に関連し
て金銭的報酬の支払いがない場合は、非営利に該当します。

• アカデミズム追求のためのNC付与は理解できる。

• NC付与のデメリット・限界

• 営利/非営利の判断が困難な境界領域では、利
用が委縮するおそれ。

• 研究成果自体の営利目的利用は禁止できない。

• CCライセンスは、著作物＝表現（≠アイデア）
の利用を規律。

• 研究成果の利用目的をコントロールしたいな
らば、特許取得するしかない。

• 営利性のある利用をすべて禁止できない。
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• 研究成果の正確な伝達（著者が予期しない改変の
防止）のためには、ND付与は合理的な選択。

• ND付与のデメリット

• 記事の流通に寄与する良質な翻訳、編集、要約
なども困難になる。

• ND付与しなかった結果、著者が予期しない改変が
された場合は、著者名の削除要求も手段のひとつ。

改変禁止（ND）条件の必要性

【参考】 CC BY 4.0 ライセンス3条(a)(3)

許諾者からリクエストされれば、あなたは第3条(a)(1)(A)に掲げるいかなる情報も合
理的に実施可能な範囲で削除しなければなりません。
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• 翻訳、編集、要約等された記事のさらなる流通を促
進したい場合は、付与してもよい（好みによる）。

• SA付与のデメリット

• 継承の範囲がどこまでか、判断が難しい場合
は、翻訳、編集、要約等が委縮するおそれ。

• 自ら負担する、翻訳、編集、要約等のコストにフ
リーライドされたくない人は、改変を見送る可能
性がある。

継承（SA）条件の必要性

小括（p.22-24）

• 非営利（NC）、改変禁止（ND）、継承
（SA）付与によるデメリット回避を重視す
るのであれば、CC BYの採用も一案であ
る。
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CCライセンスのバージョン選択

• 最新のライセンス（CC 4.0 国際）を勧める。

• CC 4.0には、前バージョンのライセンスと比較して以下のメリット
がある。

• より国際的なライセンスに→各国の国内法への準拠作業
（porting）は行わず、各国語への公式翻訳という形を採用。

• クレジット表示が容易に→元の記事へのリンクでもOK。

• ライセンスのバージョンアップがあった場合の注意点

• 権利者

• 旧ライセンスは引き続き有効。付与ずみの旧ライセンスの
新ライセンスへの変更は、必須ではない。

• 利用者

• 旧ライセンスが付与されている記事は、権利者の同意がな
い限り、そのライセンスに従って利用。
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CCライセンスが付与されていることの表示位置

• 記事本体（pdfファイル）にも表示すると、以下のメリットがある。

• 記事（pdfファイル）が単独で流通しても、その記事にCCライセ
ンスが付与されていることが分かる。

• CCライセンスの条件を自動的に守れる。

書誌情報のページ 論文本体
（pdfファイル）

にも表示

pdfをダウンロード

ジャーナルの
トップページ

記事のタイトル

記事のタイトル

記事のタイトル
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CCライセンスが付与されていることの表示位置（続き）

Nature Communicationsの例

（出典: https://www.nature.com/articles/ncomms15317.pdf）
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媒体種別ごとに異なるライセンスを付与してよいか

• 同一内容の電子ジャーナル（デジタルデータ）と冊子（紙）に、異
なるCCライセンスを付与（たとえば前者にCC BY, 後者にCC BY-
NC）することは、理論的には可能であるが、推奨しない。

• CCライセンスは、媒体を変更した再利用も許諾しているので、デ
ジタルデータはデジタルデータのままで、紙は紙のままで流通す
るわけではない。

• 結果として、同一内容でありながら、異なるCCライセンスが付与
されたデジタルデータ（または紙）が併存する可能性があるため、
利用者に混乱が生じるおそれ。
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CCライセンスが付与された論文の引用方法

• 「引用」は、「Citation」と「Quotation」の2種類を含意することが多
い。いずれにおいても、引用方法は従来（CCライセンスが付与さ
れていない論文を引用する場合）と変わらない。

• Citation
• 被引用文献の書誌情報のみを記載するため、参考文献の著
作権の問題は生じない。

• Quotation

• 被引用文献の文章や図表を転載するが、著作権法32条1項に
従った引用であれば、CCライセンスが付与されていることの表
示は不要（著作権の制限規定に従った利用は、CCライセンス
の制約を受けないため）。
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CC0の活用方法

• 作者は著作権等が無いので自由に利用してほしいと思って公開
していても、何も表示しなければ、利用者は作者に著作権等があ
ると考えて利用を控えてしまうようなケースにも適している。

• 実験データ

• メタデータ

• 簡単な図表・イラスト

• 写真（被写体の選択、構図などの創作性を発揮しにくいもの）

• CC0は、すべての権利の放棄（放棄
できない場合は、権利不行使）を宣
言するためのツール。

• 2009年にバージョン1.0発表（日本語
版は2015年発表）。

• 著作権等を留保して、利用許諾を行
うCCライセンス（6種類）とは異なる。
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パブリックドメインマークの活用方法

• たとえば、著作権の保護期間が満了した古い絵画・写真などを忠
実にデジタル化したものを配布する際にCCライセンスを付与する
と、「権利者は誰なのか」、「誰のクレジットを表示すればよいの
か」、といった疑問・混乱が生じるおそれがある。その場合は、CC
ライセンスではなく、パブリックドメインマークを利用できる。

• CC0と異なり、利用する素材がパブ
リックドメインにあること（著作権の保
護期間が満了していること等）を表
示するツール。

• ただし、著作権の保護期間は国に
よって異なることに注意が必要。
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まとめ

• CCライセンスは、論文の執筆者が、「この条件を守れば、私の論
文を自由に利用してよい」と意思表示をするためのツールである。

• CCライセンスには、許諾内容の自由度に応じて6種類のライセン
スがあり、論文の執筆者（権利者）が自由に選択できる。

• CCライセンスは、世界中のオープンデータ、オープンアクセス、デ
ジタルアーカイブなどの領域で、デファクトスタンダード化している
ため、利用者によるライセンス条件の理解が容易である。

• オープンアクセスの定義には、論文を無料で閲覧できることに加
えて、自由な再利用ができることも含まれる。CCライセンスは、こ
の「自由な再利用」に大きく寄与すると考える。
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おわりに

• CCライセンスに関するご質問、ご不明点がありましたら、CCJPの
代表アドレス info@creativecommons.jp にお気軽にお問合せくだ
さい。

• CCJP WebサイトのFAQもご覧ください。

• https://creativecommons.jp/faq/

• https://creativecommons.jp/faq/detail/

• ただし、CCJPは法律事務所ではないため、個別具体的な事案に
対する法的なアドバイス、その他支援はできません。ご所属機関
の法務担当や法律事務所にご相談ください。


